
己二二コ あなたとまちのコミュ ニケーシ ョン情 報 紙

‘ル

勇壮に火渡り
南保高畠地区の春祭りが4月13日｜こ行われ、勇ましいみこしの

火渡り！こ、大きな歓声ガ沸き上ガりましだ。

日中、地区内を練り歩いたみこしは、クライマックスの夜をむ

かえます。神社前lこは大量のわらガ燃やされ、 8人の男衆I~担ガ

れだみこしが一気に駆け按けました。

⑨広報あさひは資源保護のため再生紙を使用して吋す

~li~ 
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》｝と考えたいごみのこもっ口－－－平成6年度 図－－－平成7年度．町の月別ごみ排出量の推移

年ごみ袋指定制導入から 1

記（524 
（トン）， ' 
600人 L

全国的にも大きな社会問題となっています。

朝日町を舎む新川2市3町でもごみの減量化に向け、昨年4月からごみの指定制、

資源物の回収がスター卜して早1年一一。

年々i曽え続けるごみ。

燃

や 400

せ
る 300

<-- 200 

み
100 

舎月号では、この4年間のごみの現状や減量化に向け定取り組みを紹介し、
2月 3月1同12月1 1月10月9月8月7月6月5月4月

-

ごみについて考えたいと思います。

h
F
大
家
庄
小
学
校
で
は
笠
ご
み
処
理
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
を
使
っ
て
堆
肥
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

h
A
 

燃

や
せ 100

な
し1

み

也

5同 3周

右
下
の
表
川崎
、
予
成
七
年
度
の

一

年
間
に
出
さ
れ
た
資
源
物
の
長
で
す。

ス
チ
ー
ル
缶
が
お

・
祁
J
、
カ
レ
y

卜
（
ビ
ン
｝
が

m
－

m
J凶
収
さ
れ

燃
や
せ

3
ご
み

m・4
%減

燃
や
せ
怠
V
ご
み
幻
・
g
%減

2用

昨
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ご

み
袋
の
指
定
制
、
資
源
物
の
回
収
に

よ
り
、
ご
み
の
排
出
量
は
大
幅
に
減

リ
ま
し
た
。

1月12月

上
の
グ
ラ
フ
は
前
年
同
月
と
比
較

し
た
も
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
月
で
、

ご
み
の
川
は
前
年
を
大
き
く
F
凶
り

ま
し
た
。一
千
成

6
年
度
と
比
べ
る
と
、

燃
や
せ
る
ご
み
は
位

・
4
%
減
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
は
幻

・
9
%
の
滅
。

一
附
峠
勺
た
り
燃
や
せ
る
ご
み

で
約

4
4
1
キ
ロ
、燃
や
せ
な
い
ご
み
で
約

l
l
1
キ
ロ
の
ご
み
が
減

っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

町
民
の
枠
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
労

力
が
、
ご
み
減
対
化
に
向
け
大
き
な

成
以
を
上
げ
ま
し
た
。

1 1月10月9月8月7同

資
源
物
回
収
屯
順
調

6月

ま
た
、
昨
午
の
4
月
か
ら
は
、
今

ま
で
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
山
し

て
い
た
、
ピ
ン
類
や
ス
チ
ー
ル
缶
が
、

資
源
物
と
し
て
同
収
さ
れ
る
こ
と
に

4同

なりました。

スチール缶 25.76トン

カレット（ピン） 80.50トン

合計 106.26トン

資源物の回収
（平成 7年 4月一平成8年 3月）

ま
し
た
。

一
附
帯
当
た
り
約
初
♂
の

資
限
物
が
凶
収
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

宍
円
絞
め
洗
ゆ
や
分
別
は
而
倒
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今

ま
で
ご
み
と
し
て
山
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
資
似
と
し
て
再
利
川
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
ら
ご
協
力

を
お
則
．
い
し
ま
す
。

ご
み
め
減
量
化
・
資
源
化
を

町
民
総
ぐ
3
み
T
展
開

今
ま
で
兄
て
き
た
よ
う
に
、
皆
さ

ん
の

一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
、
大
幅

な
ご
み
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
後
む
、よ
り
い

っ
そ
う
の
ご
み
の
減

対
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

町
で
は
「
ご
み
教
（
主」

「
ご
み
ゼ
ロ

の
H
」

「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
を

実
施
し
、
町
民
総
く
る
み
の
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

-



レンジごみの減量にチャ日年団を中旬

町内の資源回収

いろんな取り組みが行われています

市
水
平
野
背
午
問
で
は
、
2
年
ほ
ど

的
か
ら
年
に
4
川
、
資
版
物
川
収
を

行
っ
て

い
ま
す
。
「
同
収

u
の
1
か

月
前
に
、
町
内
に
回
覧
文
書
を

M
し

て
お
き
ま
す
。
当
け
は
公
民
館
前
に

作
家
庭
か
ら
ア
ル
ミ
缶
、
新
聞
紙
、

維
誌
な
ど
が
集
ま
り
、
い
町
人
会
め
協

力
を
得
な
が
ら
凶
収
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
来
世
平
野

し、かと小
まし i也1 さ 寸
すた川い環a圃圃．

り附こ境曹； L’i・－＂＇ヨ A，.；：：在全~.. 
サ人と保 ・ーヲll,...U，泊・‘；／J’l~..，.ー
イ会か 全 ＿..’ ー、
クでらは
ノレは I収不1..
Yうず 、り た

進生虫l:J. ち
め ご み の
らみた手
れ を い で
て 作 」

リワイク＇＂

こ
の
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み
に
「
E
M
ボ

カ
シ
」
と
い
う
有
効
微
生
物
が
は
い

っ
た
も
の
を
ふ
り
か
け
、
お
よ
そ
叩

東草野青年団

東草野青年団長の上j軍事広さん

青
年
・
団
長
の
上
薄
幸
広
き
ん
で
す
。

こ
う
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
出
動
は
、

各
地
区
で
も
成
叫
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
3
月
現
在
、
町
内
に
は
東

平
野
汗
年
同
な
ど
日
刊
の
リ
サ
イ
ク
ル

川
体
が
あ
り
、
そ
の
数
は
年
々
明
、
え
て

い
ま
す
。

東
草
野
青
年
団
で
は
、
資
源
物
回

収
で
得
た
お
金
で
、
テ
ン
ト
な
ど

を
購
入
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
使
う
予
定
。
「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
ご
み
に
関
し
て
、
男
性

は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
資
制
似
凶
収
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
多
少
、
気
を
つ
か

と
話

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

す
上
様
さ
ん
。

ご
み
の
問
題
は
久
性
ば
か
り

で
は
な
く
、
男
性
J
U
含
め
た

一

人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大
切
。

家
庭
で
も
ご
み
に

つ
い
て
訴
し

介

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

笹川婦人会

u間
熟
成
す
る
と
午
ご
み
が
推
杷
に

な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

笹
川
刺
入
会
会
長
の
堀
内
美
奈
了

さ
ん
は
「
笹
川
で
は
畑
を
も
っ
て
い
る

人
が
多
い
の
で
、
ニ
の

E
M
ボ
カ
シ

を
使

っ
た
生
ご
み
処
担
を
本
栴
的
に

進
め
よ
う
と
思

っ
て

い
ま
す
。山
本
峰

か
ら
の
生
ご
み
も
減
り
ま
す
し
、
州

の
肥
料
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

ま
さ
に

一
石
二
鳥
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

4
川
6
H
に
は
、

J
A
笹
川

支
所
で
E
M
ボ
カ
シ
の
端
科
会

を
附
催
。
一
伯
仲
汀
県
か
ら
講
師
を

招
き
、
E
M
ボ
カ
シ
に
つ
い
て

期
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の

E
M
ボ
カ
シ
は
4
0
0

グ
ラ
ム
、

2
0
0
川
科
皮
で
市

版
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

こ
の
生
ご
み
を
生
か
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

日JVミ缶四段

ォこ車イスを寄付

「
ラ
ジ
オ
孫
組
で

ア
ル
ミ
缶
を

集
め
て
小
イ
ス
を
寄
付
し
て
い
る
ク

ル
ー
プ
の
こ
と
を
聞
き
、
私
も
や

っ

て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
訴

す
の
は
、
ひ
ま
わ
り
の
会
の
会
長
さ

ん
、
竹
林
区
栄
さ
ん
で
す
。

平
成
元
年
に
結
成
さ
れ
た
ひ
ま
わ

り
の
会
で
は
、
「
1
日

1
缶
」
を
目

標
に
ア
ル
ミ
街
を
副
収
。
引
き
取

っ ひま わ りの会 笹川婦人会会長の織内美奈子さん

-

〈
ボ
カ
シ
肥
を
使
っ
た
生
ご
み
処
理
〉

※ 

E 
M 
ボ
カ
ン

物でボ
）、 カ

に Eシ
よMと
つポ は③上から手で押して生ごみの － . 

てカ有 中の空気を抜きます。 “ 
発 シ機 Jiii"' 

酵と物
さ は を
せ有微
た機 生
も物 物
のをで
でE発
すM酵
。（ さ
有 せ
用た
微 も
生の

⑤1～己週間霊くと縫肥の完

成です。

器容をみ司
」生た

。

日
s
b
し
す

し
司
自

り
ま

切
れ

水

入

①
 

・－
一
」

4
J

Z

、

い
M
4
M

l
n
J
 

み
ふ

ご
を

生

g

を
叩

シ

～

カ
叩

ボ
て
。

M
し

す

E
対
ま

＠
 

。
‘、

‘ ・・・・・・・
ひまわりの会会長の竹綜蓄栄さん

て
も
ら
っ
た
お
金
で
、
毎
年
街
磯
町
処

に
市
イ
ス
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

「
始
め
た
当
時
は
、

l
J
1
0
0

円
だ
っ
た
ア
ル
ミ
缶
も
い
ま
で
は
お

円
。
最
近
で
は
、

l
年
に
車
イ
ス
l

台
分
の
お
令
J
U
集
ま
り
ま
せ
ん
」
と

背
笑
い
す
る
竹
林
さ
ん
。

ひ
ま
わ
り
の
会
の
活
動
は
、
会
員

一
人
ひ
と
り
が
道
端
や
海
山
に
洛
ち

て
い
る
ア
ル
ミ
加
を
拾

っ
た
り

す
る
地
道
な
も
の
で
す
。
そ
れ

で
も
昨
年
1
年
間
に
集
め
た
ア

ル
ミ
缶
の
訟
は
、
お
よ
そ

υ
J

に
も
よ
り
ま
し
た
。

「
夏
場
の
活
動
は
暑
く
て
大

変
。
や
め
よ
う
と
思

っ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
イ
ス
を

も
ら
っ
て
苔
ぷ
お
年
寄
り
の
顔

が
忘
れ
ら
れ
な
く

っ
て
：
・
」
と

竹
林
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ

と
続
け
て
い
き
た
い
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

④空気が入らないように、 フ

タをしっかり閉めます。

ー
⑤容器にいっぱいになるまで①～＠

を繰り返し、底の液を銭きます。

4・
生
ご
み
処
理
器
に
補
助

生
ご
み
処
理
器
（
屋
内
・屋
外
則
）

を
購
入
さ
れ
る
と
、
購
入
側
絡
の

3

分
の

l
の
補
助
金
（
た
だ
し
1
基
に

つ
き
4
、
0
0
0
阿
を
限
度
）
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
各
家
庭
2
基
ま
で
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
金
の
申
請
に
は
、
領
収
書
の

写
し
が
必
要
と
な
リ
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
団
体

登
録
受
付
中

景
録
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
に
な
り
、

ア
ル
ミ
缶
、
新
聞
、
雑
誌
や
ダ
ン
ボ

ー
ル
な
ど
の
資
源
を
集
め
る
と
、
回

収
畳
の
1
キ
ロ
当
た
り
6
円
の
報
奨

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル

ミ
缶
川
収
袋
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

報
奨
金
の
申
翁
は
、
9
月
｛
上
期

分
）
と
3
月
（
下
期
分
）
の
2
屈
と

な
り
ま
す
。

清
掃
奉
仕
活
動
に

指
定
袋
を
無
料
配
布

町
内
会
や
各
種
団
体
で
町
内
会

等
の
清
掃
活
動
を
さ
れ
る
場
合
、
そ

の
町
内
会
等
に
、
新
川
広
域
園
事
務

組
合
が
指
定
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
尉

の
ご
み
袋
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

－’ 
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、

彩雲
：？ の；主
？を
ま竺満
~f 喫

す
よ
」

大
和
さ
ん
は
叫
内
円
以
大
の
パ
ラ
グ
ラ
イ

，、ー，

ダ
ー
ク
ラ
ブ

ノ、

ン
グ
ノ、t

ド

{¥'.: 
ヵ、

おドー
や

σ3 
会

＠

ゎ
忌
酎
か
除
く
ん

＠
 

＠
 西

下
町
の
土
居
年
明
・
薫

さ
ん
夫
妻
の
長
男

（
平
成
ア
年
2
月
白
日
生）

＠

お

う

み

み

か

＠

近

江

美

果
ちゃん

＠
 清

水
町
の
近
江
弘
・
隆
美

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
6
年
日
月
間
日
生
）

長
さ
ん
で
す
。

現
存
会
は
は
、

シ ／・
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

波
辺
鉄
て
と
し
て
昭
和
孔
ト
マ一
年

昭
和
六
十
一一一
年
に
株
式

会
社
泌
辺
功
機
を
ぷ
立
。
平
成
托
年

に
創
業
し
、

阿
川
に
は
制
日
イ
ン
タ
ー
近
く
に
新

仕
掛
が
完
成
し
ま
し
た
。
現
必
は
、

rt 
ら
H
Mぃ
H
M
齢
七
十
一
．
桂
ま
で
の
約
行
卜
人
。

去
年
の
日
本
滋
乎
栴
で
は
大
和
さ
ん
の
ク

ラ
ブ
か
ら
も
三
人
が
出
場
し
、

・屯
λ
J
部
品
の
飢
似
て
機
や
検
点
札
機
な

ν』

自
動
中
打
力
化
機
絡
を
設
計
か
ら

製
作
、

製
造
ま
で

一
貫
し
て
行

っ
て

打
い
社
円
以
が
多
く

上
位
進
山

を
来
た
し
ま
し
た
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
発

祥
の
地
。

登
山
家
た
ち
が
山
を
ド
り
る
時

間
を
短
く
で
き
な
い
か
、

た
そ
う
で
す
。
重
さ
じ、

と
考
え
だ
さ
れ

八
キ
ロ
の
崎
長

の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
背
負
い
、

イ
ダ
ー
の
耐
火
飢
で
山
の
斜
耐
を
か
け
お
り

ハ
ン
グ
ラ

る
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
。

ト人
向
刊
さ
ん
が
始
め

い
ま
す
。
近
年
、

た
ト
年
ほ
ど
前
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な

か
っ
た
鮫
校
人
H
も、

い
ま
で
は
川
内
に

な
り
、

社
員
の
平
均
年
齢
は
三
十
代

お
よ
そ
三
万
人
。
現
代
も
っ
と
も
出
川
さ

前
半
。
社
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
で
い

れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
．
つ
で
す
。

大
和
さ
ん
の
川
州
場
所
は
江
山
町
の
ス

キ
l
場
。
際
日
仙
六
百
瓦
卜
メ
ー
ト
ル
の
地

点
か
ら
飛
び
ぶ
ち
、
気
流
に
来
る
と
お
よ

そ
一
千
札
口
メ
ー
ト
ル
近
く
ま
で
L
L

外
す

る
こ
と
も
あ
る
そ
、
つ
で
す
。

「
パ
ラ
グ
ラ

ま
す
。

れ
カ、

ら
σ〉
課
題
iま
な
ん
で
す

L、 カ、

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

っ
そ
う
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
阿
る
こ

と
や
製
品
納
期
の
短
期
化
に
対
応
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は

社
H
H
a
人
ひ
と
り
の
技
術
的
な
レ
ベ

鍋島由香さん（鴻・殿町）
一一 宇奈月グランドホテル 一一
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圃
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圃
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え
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し
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、
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一

f
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目
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迎
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、

ど
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忠
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張
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U
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に
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毘
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4
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ミ
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ム
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む
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叩
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園
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し
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球

な

り

目

し

そ

一

仲
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野
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初
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a
F
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姐
同
区
富
由
・
・
園
内側
配
・
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F
Ja＼
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日

は

成

校

総

U

れ

銭

れ

い

ム

一

な

、

な

っ

一
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一

命。シ

J
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い
阿
川
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口
出
叫
か
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口
氏
二
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司

脚

内
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l
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回
園
・
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・
開

Jvr
t
f
y－
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園

田

ン

て

で

が

ま

し

隊

随

れ

ん

、

ん

も

を

が

ジ

が

一

一円

三

込

’

ず
ら
時
U
A
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凋
－
－
－
－
－
－
－
E
E
E
U
H
ャ

し

人

す

う

で

円

以

ど

そ

そ

ら
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睦

疏

「

果
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a
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－
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卜

人

な

は
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、

が

ま
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親

交

に

成
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M
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以
h
h
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－
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お

ら
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は
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一
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呆

れ

た
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な

り
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も

の

と

の

よ
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ミ
J
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ρ
剛
間
長
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n
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E
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・
・

れ
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一

中

人

タ
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結

そ

し

か
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あ

い

で

と

こ

成

日
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EE
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回
融
置
’

E
EF
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－
圃
・
・
・
・
・
・
・
・

わ

チ

パ

が
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ス

出

合
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で

し

あ
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と

外

問
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結

で

一

A
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宮

り

と
修
理
制
圃
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・
・

球

ン

者

は

の

A
n

試

た

間

で

全

年

以

仲

い

の

る

…

－－
h
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－E
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s
e
4
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a
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h
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h
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h
‘h
h
a
h‘4
h
h－－h
a
‘h
i
t－－
s
a
t
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イ
ダ
l
は
メ
ン
タ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
。

向
分

の
気
持
ち
が
す
ぐ
飛
ぴ
万
に
表
わ
れ
ま
す
」

と
話
す
大
和
さ
ん
。

股
界
選
手
権
に

出
れ
る
よ
う
な
選
手
を
育
て
る
こ
と
。
ぜ

ひ
、
朝
日
町
の
人
に
も
や
っ
て
も
ら
い
た

「
こ
れ
か
ら
の
夢
は
、

い
で
す
ね
」

と
熱
っ
ぽ
く
話
す

4
1飛
ぶ
H

会
長
さ
ん
で
す
。

すす
さ務

人

V
Aゆ

ポ~物

笹田

側

主義渡
高員辺
λム功
一一
室干機
億四
円人

ル
ア
ッ
プ
が
必
要
。
当
社
で
は
だ
れ

で
も
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
機
応
を
操
作
で

き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

い
ず
れ
は
臼
社
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
出
品
を
作
リ
、

－
つ
の
メ
ー
カ

ー
と
し
て
存
続
し
た
い
で
す
ね
。

・
社
長
が
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る

こ
と
は

新
社
屈
を
雄
て
る
と
き
も
抗
を
つ

か
っ
た
ん
で
す
が
、

社
内
に
ゆ
と
り

を
設
け
る
こ
と
。

社
内
に
池
を
造
つ

～』、
J

、

－
F
a

’
 
社

μ食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
を
木

剛山
の
オ
ー
ダ
ー
の
も
の
に
し
・
ま
し
た
。

設
計
や
製
造
は
制
紳
的
に
疲
れ
る

も
の
で
す
。

休
憩
時
川
に
疲
れ
を
と

仕
事
の
能
率
が
上

が
り
ま
す
か
ら
ね
。

る
こ
と
に
よ
り
、

社長の渡辺功さん

ビ
｝
ヂ
マ
全
国
制
覇

短
大
卒
業
後
、
社
会
人
に
な
り
三
年

同
。
現
復
、
フ
ロ
ン
ト
で
受
け
付
け

や
会
計
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
存

様
相
手
の
仕
事
で
す
か
ら
、
笑
顔
で

の
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
当
ホ

テ
ル
は
、

A
L
凶
的
に
も
珍
し
い
家
内

ゲ

l
ト
ポ
l
ル
場
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

趣
味
は
体
を
品
川
か
す
こ
と
。
ビ
ー

チ
ポ
ー
ル
で
は
、
昨
午
の
金
問
ビ
ー

チ
と
今
作
J

・川
、
市本ボ
で
行
わ
れ
た

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
に
優
勝
。
呪
在
は

過・

一間
一
、
辿
続
優
勝
を
目
指
し
て
純

押
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
場
の
近

く
に
ス
キ
ー
場
が
あ
る
の
で
、
シ
ー

ズ
ン
に
は
何
副
か
楽
し
み
ま
す。

当
耐
目
標
は
、
時
間
と
お
合
が
あ

れ
ば
旅
行
を
す
る
こ
と
。
結
婚
に
は

あ
こ
が
れ
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
先
の
話
で
す
ね
。

則
一想
の
タ
イ
プ

は
一
緒
に
い
て
溶
ち
着
け
る
人
で
す
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

…

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

…

「
出
て
み
た
い」

「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
合
役
場
内
線

2
1
2）
へ
ご
一
報
を
。

llE・
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-

0・め

つ

〔
ハ
チ
ガ
と
ま
つ
だ
よ
】

｛

S
睡

眠

児
｝

う
ら
ら
か
な
本
の
臼

F
し
の
ゆ
－

A
E
ん『
先
生
／
先
生
／
私
の
所
に
ハ

今
が
と
ま

っ
た
よ
』

（
右
肩
を
左
手
で
押
さ
え
る
）

保
母
「
ハ
今
／
刺
ぎ
れ
ん
だ

l
」

（
子
ど
も
の
体
を
調
べ
る
）

A
E
ん「
：：：
」
と
保
母
の
頻
を
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
ま
す
．

A
E
ん
『
み
ん
な
の
荷
に
糸
ん
と
、
ど

う
し
て
ね
の
方
に
来
た
ん
や
ろ

保
母
「
ど
う
し
て
か
な
？」

A
らゃん「
あ

っ、

わ
か

っ
た
／
き
の
う

締りで歓迎、入所式（西部保育所）

に
お
い
の
い
い

シ
ャ
ン
プ
ー
で

幾
を
洗
っ
た
か
ら
や

l
」
と
ニ

コム

コ頗．

保
母
「
ど
ん
な
に
お
い
の
シ
ャ
ン
プ
ー
」

A
Z
ん「
お山花、

η
ー
ネ
l
シ
ョ
ン

の

に
お
い
」

ハ
オ
ス
ガ
い
る
〕
（4
費

窓
に
い
る
ハ
エ
を
み
て

Y
〈ん

「
あ
っ
／
オ
ス
が
お
る
」

4
、
5
人
集
ま
っ
て
来
て
え
て
い

ま
す
．

y
i
「
こ
の
ハ

L
久
き
い
か
ら
オ
ス

や」

S
〈ι

「
お
父
宮
、
ん
み
た
い
や
ね
」

A.K・プヨプヨ（ll)

広
報
ク
イ
ズ
⑩

（

問

題

）

①
昨
年
度
1
年
間
で
燃
や
せ
る
ご
み

は
何
%
減
っ

た
？

＠ロ

・
4
%
⑮
mu

・
4
%
。
臼
・

4
%
 

②札
W
都
カ
ッ
プ
は
州
政
以
上
の
人
が

対
象
？

＠
印
歳
＠
ω必
。
河川崎

③
ふ
る
さ
と
いUA
術
断
で
附
似
中
の
「
谷

川
仙
太
郎
脳
」
は
6
川
の
何
け
ま
で
？

＠
3
N

⑮
は
日

＠
幻
N

（
応
募
方
法
）

A
M

は
が
き
に
答
え
め
に
け
、
作
所
、

氏
名
、
年
齢
を
古
い
て
5
月
間
日
（当

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係
（
〒

m
l
w朝
日
町
道
下

1
1
3

3
）
へ
返
っ
て
下
さ
い
。

抽

選
で
3
人
に
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
前
例
の
当
選
者
は
佐
々
木

恵
チ
さ
ん
、
磯
良
賞
乃
さ
ん
、
話労賞

さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（お一池
小

M
辿
．止
解）

企真田栄唯｛？｝

企河村ゅうか（？｝

企神威（？｝

辞書によれば桜は rばら科の

落葉高木。円本の代表的怠花木」

とあります。 rサクラ サクラ

…」と小学校の教科店にも載

ってりまじた。そう日えは鱈子

の記章、制限のボタンも桜てあ

りました。日本中を楽じませる

桜一。 365日のうち、何日花を咲

かせてりるのでしょうか。東京

の上野公園などては、花見て盛

り上がり、警察のお世話になる

人もりるとか。まさに“花より

団子”の人もりるようてす。

わが町の前あさひ桜まつり”

が今年は舟JI／べりて開催。桜の

木巴も寿命があり、次世代のた

め親水護岸整備も合わせ計画的

i乙考えております。ご協力をお

願りじます。

最近、マスコミなどて 、地方

分権”とりう言葉をよく耳にす

る人も多りかと思ります。この

地方分権の高まりには、次の5
つの理由が挙げられます。 1つ
には中央集権型行政ジステムの

制度疲労。 2つには変動する国

際社会への対応。 3つには東京

一極集中の是正。 4つには個性

豊かな地域社会の形成。 5つに

は高齢化・小子化社会への対応。

これらを根底に、生活者 ・納税

者の視点に立った地方分権の推

進が模索されてりるようてあり

ます。

簡単にりえは、国の事務を県

に、県の事務を市町村に移し‘

より寅任ある市町村の運営をお

願りしますとりうことてす。

( 4月12日記｝

企大海型車苑(IS)
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第
B
回
弱
語
力
呪
ブ

ピ
l
手
氷
lル
多
国
大
多

印
歳
以
上
が
対
象

副司 [ill]寝泊自母国
一一悲惨な事故をなくしたし」突通安全は私たちみんなの願いです。一一

いっこうに蹄を断定怠い受通事故。全国ではここ鍛年、 毎年1万人以上の尊い

生命ガ奪われています。受通事政は加害者と彼害者、その家康にとっても不幸な

出来事。交通事叡撲滅はすべての人々の願いです。

受通指導員は受通事故の被害者に怠りやすい歩行者や自転車利用者の安全をは

かるため、受通整理、誘導に当たる方々 です。

。
お
世
話
し
て
い
た
だ
く

受
通
指
導
員
の
皆
さ
ん

〈
指
導
場
所
〉

さ
み
さ
と
小
学
校
前

宮
崎
保
育
所
前

小
川
橋
詰

泊
本
町
五
差
路

大
家
庄
州
版
協
前

岩
崎
交
差
点

市
保
小
学
校
前

荒
川
交
差
点

桜
町
交
遊
占…

五
間
庄
小
川子
校
前

凶
道
8
HV
梢
厄
交
差
点

さ
み
さ
と
小
品下
校
前

〈氏
名〉

魚
住
輝
雄

加
藤
昇

一

由
井
久
也

水
鳥
舜
ニ

長
原

忠

水
野
敏
男

清
水
英
信

良
谷

左

利
水
節
子

中
沖

縦

ト＊

．hρ

’’
’a凋叶・

u－

字
山
麻
子

。
交
通
指
導
員
の
主
な
活
動

・
歩
行
者
と
自
転
車
通
行
者
の
安
令

を
は
か
る
た
め
の
交
通
整
理
、
指
導

・
交
通
法
令
違
反
者
に
対
す
る
指
導

．
交
通
安
全
に
関
す
る
広
報

－
交
通
安
全
教
室
な
ど
の
協
力
援
助 _-. 

な
チ
l
ム

参
加
料

1
チ
l
ム
5、

0
0
0
円

鶴
技
区
分

男
子
の
部
、
女
チ
の
部

チ
l
ム
編
成

監
将
l
Q
n
、
選
手
4

1
6
名
を
も

っ
て
チ
l
ム
を
編
成
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
監
併
が
選

手
を
兼
ね
る
湯
合
は
、
6
名
以
内
を

も

っ
て
編
成
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

同

一
の
人
を
複
数
の
チ
ー
ム
に
登
録

す
る
こ
と
は
で
き
乏
せ
ん
。

申
込
み
方
法

朝
日
町
文
化
体
育
鍛

興
公
社
（
朝
日
町
交
化
体
育
セ
ン
タ

ー
内
）
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
み

舎
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
締
切
り

5
月
却
日
附

閉
会
せ

朝
日
町
女
化
体
育
セ
ン
タ

（
宮

m
H
1
8
1
8）
へ
。

留置

朝
日
町
消
防
団
春
季
放
水
訓
練

｜
｜
平
成
ア
年
度
消
防
定
例
表
彰
｜
｜

3
月
目
白
、
朝
日
町
消
防
団
の
作

李
放
中
小
訓
糾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓

練
に
は
町
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
も

参
加
。
巡
同
広
報
や
放
水
訓
練
に
続

き
、
分
裂
行
進
、
表
彰
伝
達
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方

々
で
す
。

消
防
斤
長
官
表
彰
O
永
年
勤
続
功
労

章

水

野

甚

之
輔
（
1
分
間
分
団
長
）

富
山
県
知
事
表
彰
O
無
火
災
表
彰

第
1
分
回
、
第
4
分
間

O
功
績忠
弘

前
茂
攻

（
3
分
問
分
間
長
）

O
制

動
管

越
博
久
行
（
4
分
間
分
間
長）

O
R
d
彰
状

蛭
谷
町
内
会

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
O
制
絞
章

伊
藤
見

（
2
分
団
分
団
長
）

O
勤

続
倍

占
江
守
配
…
（
同
本
部
副
開
長）、

南
茂
攻
（
3
分
間
分
団
長
）、

西
出
掛

（
3
分
団
部
長
）
、
米
谷
嘉
夫

（
6
分

団
副
分
団
長
）

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
O
功
績
脅

花
章
小
杉
直
範
（
4
分
団
副
分
団

長）

O
功
績
賞
花
章
田
中
勉
（
6

分
団
分
団
長
）

O
勤
続
緑
花
草

大
久
保
光
政
（

2
分
団
班
長
｝
、
清

水
寛
（
2
分
団
団
員
）
、
南
部
武
（
3

分
団
班
長
）
、
小
杉
直
範
（
4
分
間

副
分
開
HX
）、

寺
田
清

（
4
分
間
程

ボ
ー
リ
ン
グ
鈍
T
O
Y
A
M
A
ジ
ユ

ヱ
ア
フ
ヱ
ス
タ
大
会

（%
富
山
市
）

V
中
学
生
の
部

・
総
合
優
勝
水
野
祐
樹

・
ハ
イ

ゲ

l
ム
賞
水
野
祐
樹
（

1
9
9点
）

第
4
回
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
杯
県

レ
デ
ィ
ー
ス
ピ
ー
チ
ボ
l
ル
大
会
（
%

小
杉
町
）

V
A
ク
ラ
ス

1
位（
川
崎

8
8
C

長｝
、
脱
出
節
雄

（4
分
凶
班
長
）
、

新
田
敏
雄

（
4
分
団
班
長
）
、
成
嶋

悟
（
4
分
団
団
H
H
）
、
水
品
普
成

（
6

分
団
班
長
）

O
勤
続
銀
立

長
津

清
忠
（

1
分
団
団
長
）
、
普
万
敏
雄

（
1
分
団
団
員
）
、
中
嶋
栄
作
（
3

分
団
団
員
）
、
坂
藤
正
敏
（

3
分
団

団
員
）
、
寺
田
明
彦
（
4
分
団
団
員
）
、

米
丘
政
文
（
4
分
団
団
員
）
、
松
原
秀

雄
（
4
分
団
団
員
）
、
下
部
久
直
（
4

分
団
団
員
）
、
竹
林
悟
（
4
分
団
団

員）
、
佐
渡
見
（
5
分
団
団
員
）
、
水

島
忠
治

（
5
分
間
関
いと
、
竹
内
俊

宏
（

5
分
間
団
員
）

0
．俊
良
機
関

円
以
な

（赤
色
）

坂
口
淳

一

（
2
分

凶
班
長
）

O
保
全
畿
附
優
秀
車
両

2
分
間
1
け
市

O
米
絞
め
感
謝

状
中
小
野
長
谷
子
（
1
分
団
分
団
長

水
野
甚
之
輔
氏

の
家
族
）
、
雨
皮
栄

子
（

3
分
団
分
団
長
南
茂
攻
氏
の
家

族
）
、
米
谷
順
子

（
6
分
団
副
分
団

長
米
谷
嘉
夫
氏
の
家
族
）

O
永
年

勤
続
退
職
者
感
謝
状
水
野
国
昭
（
元

1
分
団
部
長
）
、
九
里
幹
夫
（
元
1
分

団
班
長
｝
、
河
内
邦
洋
（
元
3
分
団

珪
長
）
、
水
品
寅
吉
（
元

6
分
団
分

団
長
）
、
山
附

一
康
（
元
消
防
本
部

消
防
上
長
）

教
育
長
に

木
村
正
嗣
氏

続
い
て
附
か
れ
た
臨
時
教

育
委
員
会
で
木
村
氏
を
教
育
長
予
定

者
に
互
選
し
、
県
教
育
委
員
会
の
ホ

認
を
経
て
、

4
月
1
日
付
け
で
教
育

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
9
年
3
月
白
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、

第
7
田
町
夜
間
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
大

会
（弘
1
%
サ
ン
リ
l
ナ
第

2
体
育

室
）－v

男
子
の
部

l
位
南
茂
恵
辰

・
村

上
直
秀
組

2
位
居
波
小

一
・
黒
坂

総
彦
組

V
女
子
の
部

品
は
る
み
組

常
石
澄
子
組

－
位
間
波
和
代

・
水

2
位
米
間
一二
利
子

・

5月のスポーツ
・郵便局長綜ゲー トポール大会

3日｛憲司法記念H)8:30-
• t!I B クラス野球大会

5 B （こどLの rl）、 i2u<uJ9:00-
サンリーナグラウンド

・町長テニス大会、町長ソフトテニス大会

12日（日J9:ooー サンリーナテニスコート

（涼雨天サ ンリ ーナ第zt,本向室、政文体行紛｝

・側関野球大会I刷会式

12日｛日)7:30～ サンリーナグラウンド

・mバスケットポール選手俗

128（鴎9:00～ サンリ ーナ司~ I I事ff宅
・郡；｛本野E伊I予選

198（日）、 2611111)9:00-
サンリ ーナグラウンド

・郡体ビーチボール町子選

22日附～25UU-Jl9:30-
サンリ ーナ~ I f.j;;ff:it 

・町小学校体育大会

22円附9・00ー サ ンリーナグラウンド

・Imスポーツ少年｜寸｜野球大会

25目此＞9:oo～ サ ンリーナグラ ウン ド

・令闘家庭婦人，ぜレーポールltllf巡
26日（同g:oo～ サ ン リ ーナ首~ 2 I本ff官

・田i春李 ミニバスケッ トボール人・会

26日｛臼rJ9:oo～ サ ンリーナ第 l体行官

・朝 日オープンテニス選手織 ダブルス大会

26日｛日）9:00ー サンリーナテニスコー ト

il11i兵公｜骨l

医療の現渇から
ぁ

風~ t 
間まさ

泰2喜
蔵r ~
医蒋
長

泌尿器科どは
はじめまじて。この4月より

あさひ総合病院泌尿器科！と勤務

しております風間と申します。

泌尿器科とりうと、一体ど乙

をみる医者がりる所なのかよく

わから怠りとりう方が多りよう

です。患者さんが診察室に入っ

て来られて、私が fどこが都合

悪りが11』と割くと、尻をまく

って民の大きなてきものを見せ

てくれたことが何回かありまし

た。もちろんRのてきもの主っ

てみなりことはありませんが、

やはりこれは皮膚科か外税の先

生の方が、上手！こ治療してくれ

るのではな日かと思ります。

そもそも昔i立、性病て陰部の

回りの皮膚の症状を持つ人が多

かったために、皮膚科と泌尿器

科がくっつりてりたのだと伺か

の本て意みましたが、守なくと

もここ20:年位の間に泌尿器科の

医者になった人iまあまり皮描科

のことには詳しくありません。

現在の泌尿器科はあくまても小

便と精液の通り道の専門家と患

ってくださり。

あと意外に知られてり怠りの

が、包茎の専門家てあるとりう

ことてす。よくりかがわしり（が、

楽しり）男性向け雑誌に、包茎

の手術をきれりにやるとかりう

広告が載ってりますが、あれ！ま

どうも値段の割りに日ろりろト

ラブルが多りそうです。そこで

一句、 『皮の余りが気に怠った

ら泌尿器科へ」字余り。

朝
日
町
議
会
臨
時
会
が

3
月
初
H

に
聞
か
れ
、
昨
年
比
月
末
以
米
宅
席

と
な
っ
て
い
た
町
教
育
委
円以
会
の
委

以
に
、
足
以
立
入
書
尚
校
長
の
木
村

正
嗣
氏
｛
予
柳
1
6
6
4伶
地

・
位
歳
）

を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た。

園 町



社会福祉
協議会だより

新年度の
v 予算

事晶画

平成8年度朝日町社会福祉協議会予算

総額 24,767,000円
E持1：幽E箇~“：Kl:I・11111

くらしの情報室

Livi：ηg IγzfoγW叫tioγL
圃圃昌司

躍韓議議欝盤櫨輯鞠． 朝日町社会福祉協議会

は、皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

宮 83-0576

安
似
し
て
薯
ら
せ
る

福
祉
の
充
実
め
ざ
し
て

単位：千円

事務費

会l~
匂・

~lo 
'o,,. 

事業費

広報啓発資

地域循祉活動推進貸

ボランティアセンタ－J奇
心配ごと相談所運営責

出

1,373 

支

ぞl。
、マ

句

ヰR

2,512 

2,000 

2,561 

入

賛助会費

共同募金

• 

普有効金

,,._ 
"' 

募

集

’

「
宮
崎
町
民
農
園
」

I
利
用
者

新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
「
｛
内

崎
町
民
農
闘
」
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

場
所

宮
崎
地
内

（町
道
宮
崎

城
山
公
園
線
沿
い
・：
国
道

8
号

線
か
ら
約
加
メ
ー
ト
ル
）

施
設

一
般
災
閣
と
し
て

5
区

画

A
1
区
画
羽
耐
1
日
が
）

利
用
期
間

5
月
下
旬
か
ら
制
点

年
3
月
末
日
ま
で
。

利
用
料
金

1
．附
当
た
り
却
円

（

l
区
画

1
3
5
0円
1
1
5

9
0問）

申
込
み
・
閉
会
せ

5
月
日
日

附
ま
で
役
場
財
政
談
（
宮
役
場

内
綿
2
3
2）
へ
。
申
込
み
多

15, 760 

積立金

4,406 

2,000 

1,228 

共同募金配介

事業資

13,558 

2,971 

I, 165 

繰入金

数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

t
青
年
海
外
協
力
隊
員

t
募
集
説
明
会

官
何
十
海
外
協
力
隊
は
、
国
際

協
力
必
楽
団
が
実
純
し
て
い
る

国
の
い
や
業
で
す
。
開
発
途
上
国

の
人
々
の
新
し
い
闘
づ
く
り
の

た
め
、
あ
な
た
の
可
能
性
を
試

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

5月
げ
日
樹
、

5
n
n

B
闘
い
ず
れ
も
時
聞
は
午
後

6
時
初
分
か
ら

9
時
ま
で

会
場

んリ山
山
川
町
一民
会
館
7
0
2

号
室

閉
会
せ

高
山
県
総
務
部
川
際

諜
企
画
係
（
宮
0
7
6
4
M
m

H
4
1
1
1）
ま
た
は
糊
と
や

ま
凶
際
セ
ン
タ
ー
（
宮
0
7
6

4
H
M
H
2
5
0
0）
へ
。

－

国

税

専

門

官

受
験
資
格

昭
和
制
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
印
年
4
n
I
H
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

受
付
け
期
間

5
月
7
日

ωか

ら
は
日

ωま
で

第
一
次
試
験

6
月
幻
日
出

・

お
臼
附

申
込
書
請
求
先

令
以
凶
税
川

人
務
課
（
宮
0
7
6
2日
出
H

2
1
3
1内
線
2
1
5
4）

閉
会
せ

受
験
手
続
き
な
ど
科

し
く
は
魚
津
税
務
寝
総
務
総
（
E

M
u
－

3
7
0内
線
ロ
）
へ
。

その他その他

ありがとう

あたたかりiち

も一行

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

平
成
8
年
度
の
い
や
業
訂
附
と
予

算
が
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
福
住
の
町

づ
く
り
」を
基
本
方
針
と
し
て
、

町
民
総
参
加
に
よ
る
福
祉
活
動

の
充
実
強
化
を
肉
っ
て
い
き
ま

す
。
下
，
な
内
内
作
は
次
の
と
お
リ

で
す
。

①
広
報
啓
発
事
業

・
広
報
「
ふ
く
し
の
窓
」
発
行

．
第
拘
由
朝
日
町
社
会
福
祉
大

会
の
開
催

－
新
成
入
者
へ
の
品
川
U
H冗

．
賛
助
会
員
募
集

②
地
域
梧
批
活
動
推
進
事
業

－
地
域
総
合
一稲
村
制
活
動
グ
ル
ー

プ
設
置
運
営
一
卒
業

－
地
域
福
祉
活
動
振
興
事
業

－
各
地
区
に
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
設
立

－
地
域
指
紘
総
庄
の
開
催

．
福
祉
関
係
団
体
の
育
成

③
在
宅
福
祉
飢
撒
進
邪
業

－
ひ
と
り
く
ら
し
老
人
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

lfll 

。境 水島隆司さんから亡

菊次郎さんの供養として

100,000円

。平成7年度大家庄小学校

卒業生一同さんからアル

ミ缶を集めた収益金

22,300円

。本町 とく名さんから l

問、5円、 10円玉硬貨

5,909問

。五箇庄小学校児童会さん

から 7,900円

。大家庄井口恵亮さんか

ら 10,000問

。ひまわりの会さんから特

別養護老人ホーム有磯苑

へ 車イス 1台

－ひとりくらし老人等配食

サービスの実胞

－ねたきり老人等紙おむつ

支給船業の実線

－福祉機器貸付事業の実施

④ボランティアセンター活

助事業

・悩制球叫「ハートフル朝日」
ヘ』，＠おじ－rj
otff 

－消息録、あっせん、相談

・入門鵠座の附設

－機進協議会の開催

．福批救援ボランティア活

動の開催

－第4M朝H問ボランティ

アの集いの附催

－ボランティアグループの

掛け成

・福祉教育推進事業の実施

⑤生活福祉資金活用の推進

＠谷念銀行の活問本業

⑦共同募金業務の椴進

③心配ごと相談所開設事業

の推進

⑨民生委員児建委員協議会

業務の椛進

⑬日本赤十字社業務の推進

望藍Z里
求人犠硲 年齢 賃金 1主月lj

続噴控主輯所 採用 資絡経験
番号

円 体 自 人数 免 1午等

機械設計
18才～ 145,000～ 

男
朝日町月山 不問

35才 250,000 臼ヰ兄、その他

2 営 雪睦 員 18才～ 190,000-
勢

羽 田町泊 自動車普通免併
30才 220,000 日祝、月3回土曜日

3 型電 エ
20才～ 200,000-

男
朝日町金山 電気工事土

50才 270 ,000 臼守兄、官官2・4土地日
2 ( I ~重又はH董｝

4 土 木 作 集 長
18才『 220,000～ 

劣
朝 日町荒川 軍lit免t午

65才 330,000 日干兄、書店2・4土稽日
5 

5 土木Qiエ管理
22才～ 150,000『 男 羽田町笹川 土木海ヱ管理技士

50：宇 336,000 女 目、月 2団土噌日
2 (I級叉！:t2級｝

6 運 転 手
21 :t『 200,000～ 男 朝日田H五町

2 大型免許
45才 250,000 女 日祝

7 • 者主 員
18才～ 140,000『

女
朝日町宮崎 自動ll£普通免Z午

50才 150,000 包守兄
2 

8 縫 製 エ
30才～ 126,000-

女
羽田町山崎 不問

50才 150,000 日守兄、第2・4土端白
5 

9 車且立スタッフ
I 8才～ 126,000～ 

女
朝日町大家庄 不問

40才 129,600 日祝、月2国土噌日
2 

10 雑役 18才ー
時給 800 女

朝日町沼保 不問
（パート〉 55才 日、その他

2 

平成 8年 5月分ホット求人情報

催

し

． 
ウ サ
ヱ ン
イリ
ト l
トブ・
レス
lポ

ンツ
グ 教

室

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
グ

期
日

5
月
刊
円
か
ら

6
月
7

日
仕
切
巡
金
曜
日
、
計

5
日
間

時
間

午
後
7
時
1
9時

場
所

朝
日
町
文
化
体
行
セ
ン

タ
ー

対
象
者

高
校
生
お
よ
び

一
般

削

N
K
（判
U
附
に
伝
住
ま
た
は

勤
務
す
る
万
）

議
師

笠
原
対
人
さ
ん

参
加
料

1
、
0
0
0刊
（
保
険

料
合
む
）

申
込
み

5
月
8
日
制
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
朝
日
町
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
へ
（
当

n申
込

み
可
）

開
会
せ

朝
日
町
文
化
体
育
セ

ン
タ
ー
（

E
m
u
1
8
3
8）へ
。

合r求人情報一覧袋Jむこ判問下さい．｛滴工観光線カウンターに展示）

会 〈わしいことは、魚沼公共事量犠安定所羽田升笠 宮82- 01~8へお問い合わせ〈だSい．

一一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

一一

一一

総

会

開

催

一一

朝
日
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の

会
の
総
会
が
4
月
7
臼
、
朝
日

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
8
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
が
決
定
さ
れ
た
後
、
役
政

改
選
が
行
わ
れ
、
同
年
間
会
長

を
務
め
ら
れ
た
水
烏
末
吉
さ
ん

に
か
わ
り
柴
山
と
み
子
さ
ん
が

新
会
長
に
唱
描
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
山
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

長

柴

山
と
み
Jr

副

会

長

水

野

敏

男

事
務
局
長
赤
川
笑
子

監

事

米

丘

正

総

監

事

魚

津

道

子

顧
問

木
島
末
古

深松組側より
200万円の寄付

i栄松組側め.0111001m年

を記念し、このほど町社

会福祉協機会へ 200/jl』j

の寄付をいただきまし

た。憶もIt主料集落合に.fl'L!l:
てMi有tヲc~震のためにili閉

させていただきます。あ

りがと うございま した。

国

国国固

蓄量
年
金
積
立
金
還
元
融
資
で

医
療
機
器
な
ど
を
整
備

平
成

7
年
度
の
年
金
積
立
金

還
元
融
資
施
設
と
し
て
、
横
尾

附州
日却
水
道
胎
施
設
と
あ
さ
ひ
総
合

病
院
の
医
鋭
機
械
絡
呉

（
X
線

C
T
ス
キ

ャ
ナ
l
シ
ス
テ
ム

－

X
線
付
統
一
度
測
定
装
甲
山
令
｝
が

箆
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
年
金
樹
立
金
還
元
融

資
」
と
は
、
地
域
住
民
の
牛
活

向
上
に
庇
被
役
立
つ
公
共
施
設

の
設
備
に
対
し
て
作
令
資
金
め

融
資
を
行
う
む
の
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
国

民
年
金
や
厚
生
年
金
の
資
金
が
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

・・E・



園画国圃

’
看
護
の
日

E
「
ふ
れ
あ
い
肴
檀
体
験
部
」

5
川
U
U
か
ら
川
崎
日
は
ね
描

週
間
で
す
。
こ
の
川
叩
に
ち
な

ん
で
、
あ
さ
ひ
総
A
H
病
院
杭
制
緩

科
で
は
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
診

え
る
と
右
護
は
ら
っ
と
す
ば
ら

し
く
な
る
』
を
テ
！
？
に
『
石

議
の
け
」
ふ
れ
あ
い
石
議
体
験

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
M
日

ω午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所

あ
さ
ひ
総
合
病
院

内
容

尚
齢
者
の
肴
様
、
介
獲

の
実
一
刷
、
人
仁
呼
川
明
山
仙
の
夫
伎
・

指
導
な
ど

くら し の 情 報 室

Livi：γzg Infoγ矧r,atio制

（トI)剣．
1 El山朝
~~I 6開 日
2 ) 1き岳

22 ;;z也、4 Cl ．正邑ω山
か会
句

23 

1=m＝凶r~匙声村山田III’E

》サロンコンサート〈
～展覧会の絵～

5月31日働午後7時～9時

昭子 （ピフフノ）

ふるさと美術館

杉苔

時

場

出演者

日

..0恥
Z玄

＊ 

参
加
資
絡

渦
の
人

会
費

．
鍛
1
2
、
0
0
0
川

小
学
句
8
、
0
0
0内

定
員

剖
名

申
込
み

5
月
8

U
か
ら
朝
日

町
観
光
協
会
｛
役
場
商
工
観
光

議
官
役
場
内
線
1
5
1
）
で
受

け
付
け
ま
す
。 同

議
以
上

ωぷ
ト
ボ

－
英
会
話
基
礎
講
座

期
間

6
月
7
n
樹
よ
り
毎
週

金
眼
目
午
後
7
時
却
分
か
ら

日
回
コ

l
ス

場
所

生
涯
学
習
館

対
象
者

火
性
の
み

申
込
み

教
育
委

U
会
小
慌
中

山
中
H
M
岬（
宮
役
場
内
線
3
2
1
｝
へ．

’

県
民
カ
レ
ッ
ジ

l
人
間
探
究
講
座

長
期
コ
ー
ス

し
の
良
中
」

テ
ー
マ
『
く
ら

5
川

m
nωか

モーツフフルト幻想曲

ベートーヴェンピ戸ノソナタ悲情

ベートーヴェンピ戸ノソナタ月光

ムソルクスキー展覧会の絵

3.500円

ふるさと美術館受付

演奏曲目

入場料

売販

高
額
療
養
費
の

負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

病気やケガなどで病院に

入院すると、…前額な医療費

がかかる場合があります。

そこで、国民健康保険には

高額保護費支給制度があり

ます。

これは、lか月に支払っ

た制（．m良川一令）が．山必の
微（れ制限皮傾）を岨えた場

介、その組えた制が山中川に

より、後で払い．Mされる制

度です。

A，午5月IHから、この

nm脱皮相が次のように変
わりました。

閉会せ・申請先役場健康

嗣祉課眠時保健係（宮役場

内線144）へ。

区 分 改正前 改正後

課税世帯 63.000円 63.600円

変更なし

※
な
お
、
あ
さ
ひ
総
A
H
病
院
に

お
い
て
、

5
M
l
白
か
ら
高
頼

探
草
食
費
委
任
払
い
を
夫
総
し
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 （財）朝日町文化体育振興公柱

(f?82-0094）へ。
問合せi黒鋭 .~ド認佼IU:·:iH,·mti：税が4票結tされているか、

いないかで’判定します．

ら
8
川
コ
ー
ス
、
定
日以

ω名

ワ
ー
ク
コ
l
ス

テ
｜
？
「
日

山
が
は
ぐ
く
ん
だ
近

・
別
代
火

山下』

6
川
6
H
附
か
ら
5
M

コ
ー
ス
、
本
川以初心れ

信
帽
所
お
よ
び
時
間

い
ず
札
も

新
川
文
化
ホ
i
ル
、
午
前
川
時

か
ら
ロ
時
ま
で
。

受
治
的
・
込
山川
川
は
、
各
地
区
公

民
館
、
教
の
H

委

μ会
内
涯
学
科

諜
（
宮
役
場
内
線
3
2
1
）
に

あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

－

危
険
物
取
扱
者
試
験

獄
験
の
種
類
叩
純
・乙
川
（
第

l
矧
i
第

6
制
｝
・J
門
的

試
験
実
施
日

6
川
崎
川
川
－

n
H附
・
初
N
側

献
験
会
場

魚
川
仁
来
日
川
川
按

・

…
リ
川
山
工
業
日
日川
崎
ほ
か

願
書
受
付
け
期
間

5
月
8
u

附
か
ら
店
H
附
ま
で

ぶ
し
く
は
消
防
料

（官
邸
H

0
0
0
9
）へ
川
い
A
H
わ
せ
を
。

E
青
い
鳥
郵
便
葉
書
を

1
無
料
配
布

身
体
障
害
者
手
帳
の

i
、
2

級
を
持
つ
人
に

J
H
い
お
郵
便

葉
町
H

」
を
無
料
（
I
人
初
枚
）

で
配
布
し
ま
す
。

希
叫
h

品引
は
5
川
幻
N
ま
で
に

身
体
附
主
将
子
似
を
添
え
て
郎

似
品
へ
巾
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

’
身
体
障
害
を
持
つ
人
に
も

I
寝
具
丸
洗
い
を
実
施

、
』
れ
ま
で
老
人
の
み
を
対
象

に
寝
具
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
身
体
陣
容
を
持
つ
人
も
対

象
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
体
附
古
身
手
帳
l
・
2
級

を
持
つ
－M
た
き
り
ま
た
は

一
人

暮
ら
し
の
人
が
臼
カ
で
は
寝
具

の
乾
燥
が
川
州
知
な
州
制
作
、
年
2

川
ま
で
・』
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
川

で
き
ま
す
。

治
情
将
は
5
川
剖
円
糊
ま
で

役
場
健
康
制
批
判
州
（mu
役
場
内
線

1

4
l
）へ
中
川
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

新川文化ホlルより

施設設備点検のため5

月初日聞は臨時休館日と

させていただきます。

生活必需昂価努
4月分（制1IOD拠在，m盆｝ 仁必宮，¥n

可制時ー亘J

r” 回 名
平均 価 絡

4 JI 前月比 前年同月比

tf ソ ／ 

1i （括ト必 lel 
122 4 ー 38

illi tr Mi 
~ （配；118e > 

944 - 13 ::) 

‘a”． 『
L p ft ス

3.276 ( 5附） -179 - 135 

4仁－； 1’庁 HI i先 J'i!J 
II (ij’件.i先J'llJ600me) 196 - 77 - 58 

JIJ 
テ 4シュベ ー ，さー

609 f手ぺ8C40M文人x51白人） + 29 

,¥,', トイレ γ トベーハー
409 事~<lilc fl~ ロ ール ·1 flAJ*'1) - 56 

ft ，、 ． 〆

｛ ？平j曲，＇•＇• 6 ~文人リ｝ ~ 176 ＋ I ＋ I 

IJU ．？ 一 If 
(450 g Iめ｝

204 -136 -136 

l しよう illl 565 + 142 - 50 <1.s eべγ トボトル入リ）

食
サラダ ilh

300 - 139 - 75 ｛ポリ・"82.;70011／＼.リ｝
}.. 

ヲ : －、
－ι－． I （｛，めん ln IOI 8 ー 6 

’ド ?l 231 (I t，《ック入リ） 7 4 

宇 1均
27! <• I• 肉 b !..100 g) th 149 -162 

’E 豚 1均 1言孟l:J !I 
C •I’｜勾もい00g) - 25 

;tn ズ!or~ ~fl 204 
島下 ｛しサイ

- 10 6 

fa L〆 ぎ
205 ( ~~i!Tl1'i.'1 I kg) ー 4 - 36 

食 (;f JL L、 し よ
（~~；瓜，＇•＇• I kg) 205 4 - 15 

キ ヤ ベ ''/ ~ ．’，！， ( ~1~ilii<11'• I kg) + 36 - 49 

人 司書 ｛ぷ
<1~i泊品 l kg) ー 14 -257 

町の工事発注状況（500万円以上） 門

一このコーナーは町が入札を行ったものを掲鍛していますー

<HS.3.1-3.31> 

[ 主匹 名 B地草エ先 完予成定 締金 額負 ~ ~・ 担当探

農村総合重量備の~ 8年
問

徐式会主tQ 林
金山地区防火1/ct普段置工事

金山
3月

5,047,000 
篠悶組 水産探

県立肉然公凶型車偏補助事業 宮崎 8年
5,047,000 桜 －.！~ 主主 役 商工

上ノ山駐車場舗笈工事 住ノ山｝ 3月 株式会社 観光線

～事業主のみなさんヘ～

労働保険の年度更新手続きはお済みですか。

．申請書の提出は 5月15日までです。

平成8年度労働保険年度更新受付相談日

5月9日開 朝日町商工会（10:00-1s:Jo)

障
害
者
の
自
動
車
税

・
自
動
車
取
得
税
の
減

免
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
障
害
の
範
固
と

代
行
巡
転
の
場
合
の
対
象
車
般

が
次
の
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

〈障害車E囲〉

変 後

代行運転

l級及び2級

l級、2級

~ 
tこ！？｜

更

本人運転

l～6級下肢不自由

〈対象車種〉

変更後

詳
し
く
は
魚
津
県
税
事
務
所

｛
昂U
M
1
5
3
1
1
）
へ。

育段を目指して
岬制17ページ｝ 匿二E

． 時4
3 3ヒ.Ii 
段分ン先 岨

. ~ ~ ？名
段 T ・入
、子 3
I Ii手持
分 に ま~
以 工 で 邑
内 夫 正
で を 樹

g・

あ
な
た
の

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（
古
田

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

「
大
東
亜
共
栄
閤
」
の
思
想

栄
沢
幸
二

終
末
論
の
正
体

小
坂
弁
滋

脱
い
で
み
ょ
う
か
野
際
陥
子
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の
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守
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の
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矢

内

洲
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f他

風
水
の
古
ぶ
位
パ
ワ
ー
で
大
附

巡

小
林
作
－淀

川
削
什
冶
必
の
A
H
か
造
り
然
必

北
U
本
新
聞
社
他
編

「
暗
室
』
の
な
か
で

大
塚
山
火
チ

な
ん
な
の
さ

y
田
嶋
陽
子

だ
か
ら
、

（小
説
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出
雲
信
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殺
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事
件

吉
村
達
也

結
婚
ゲ
l
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ば
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ト
附
村
の
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郎
他

又
吉
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報
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入
賞
カ
ノ
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宮
郎
み
ゆ
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の
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意

津

村
秀
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入
狼
械
の
恐
怖
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ド

イ
ツ
編

二
階
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家
人

は
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ぶ
さ
新
八
御
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十
六
復
、
寝
待
月
、
山
川
刷
、

骨
合

え9
1
グ

f
i
$キ
1

1
4

・4

布
明
け
、
具
店
川
崎
天
の
川
、
品

・：
。
引
私
た
ち
の
但
先
が
、
繊

細
な
感
性
と
盟
か
な
想
像
力
で

紡
ぎ
出
し
た
月
や
星
、
夜
に
ま

つ
わ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
言

葉
の
数
々
を
、
加
点
の
写
兵
で

綴
る
、
歳
時
記
風
天
体
凶
鑑
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健康fシフがーシヨシ

愛
の
献
血

⑧⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 

、』仙川
hμ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
れ
れ

（3
月
実
均
分
、

合
印
は
棚
J

問
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
叫
献
血
行
｝

宮
崎
地
区
A
H
水
ah

叫栄，
r
泊
地

区
会
向
山
柵
消
ぷ
、
A
M
浜
附
正
－

一、

ムM
h
河
川

一
俊、

ムM
越
川
健
．
、

A
H

氷
上
恵
、
A
H

仏
川
市
沖
不
発
、
※

五
島
渉
、
附
嶋
枝
子
、
両
足
弘

f
、
氷
介
即
日
公
チ
、
湯
れ
川
昭、

小
村
が
美
栄
、

川帆仰削打、

必
似

冷

f

五
箇
庄
地
区
A
M

水
品
作
成

小
林
上
H

－
、
A
H

小
谷
昭

f
、
A
H

H
H
ト小
ま
ゆ
み
、
れ
斤
山
片
削
刊
f
、

家庄地区会以UAW治、AML仏

川点wf（以卜祁oh）

5月の各種相談。時間 ロ 会場〈キ｜一I.！炎は燃料〉

フ日 心配ごと相談

（火） 。13:00-16：。。 口偏tll：センター

8日 社 会 保 険 出 張 相談

（水） 。10:00-15：。。 ロ 役場会議室

14日 心 配 ご と 相談 ・婦人相談
秋合 WII杉
山小 xi'ltl 

（火） 。13:00～16:00 ロ福祉センター ち 111山秀
｛ま紛 崎 x

20日 裁 判 所 出 張調停相談
る M主

、地 経

（月＞ I @9  = 3い 6:00 口市祉センター 秀 会 ~rm
/k g足 yi
n・ ?iii;明栄

21日
心配ごと相談 ・行政相談 必j +11 ・' 判l

税務相談 ・人権相談
{'f: L 

（火）
大 、人・. JI' 

I cg13:00-16:00 ロ悩干11：センター

一
22日 社 会 保 険 出 張 相談

ヤ会 役7次
（水） 。io:oo～15:00 ロ役場合治家 :t; ~ 回

心配ごと相談
I＇ 日街

’f~ ;1;j (i9t) ~冒＝目

28日 。13:00～16：。。 ロ福祉センター
Hト 献

（火） 交通事故相談所巡回相談
:io 血

11 う〉
II .~＇ 』。10:00-15: 00 ロリ.＇，部I川i'.Hll：センター 12 

II.¥" 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町一λ
け
る
、
』
と
が
必
裂
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
他
臨
時
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

、。カ
健
診
の
目
的
の
1
つ
は
、
病

気
の
早
期
発
見

・
早
期
治
療
で

す。

成
人
病
は
急
な
依
状
が
附
切

れ
に
く
い
も
の
が
多
く
、
気
づ

い
た
と
き
に
は
州
れ
が
か
な
り

進
ん
で
い
る
状
態
で
、
リ
的
保
に

M
K
く
時
山
が
か
か
り
治
り
に
く

く
な
リ
ま
す
。
で
す
か
ら
い
期

発
比

・
早
川
治
械
は
大
き
な
な

叫
怖
を
も
ら
ま
す
。

日
的
の
も
う
］
つ
は
．

hμ b
L
 

‘‘， av 
仇

νd
v
 健

診
を
受
け
よ
う

川
本
人
の
死
亡
似
附
に
山
め

る
成
人
病
の
別
A
H
は
、
実
に

m・

5
%に
述
し
て
い
ま
す
。
臼
ら

の
下
で
成
人
病
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
、
定
期
的
に
飽
み
を

fllt 
a会

※母子手帳持参問合せ：保健センター 宮83-3309

『岩石輸送』

山崎地内の山地から
切り出された岩石が、
宮崎漁港から新潟や能

登方面叫告で運ばれた。

う
ら
ら
か
な
春
山
も

冬
の
対
応
宇
佐
／

虫は奔で・4U山はまだ冬。

欧寸や守山肌に遭う、』とら珍

しくありません。また、山

菜係リでのが放ら多発しま

す。泡維が放を防ぐため、

次の・』とに似ぶしましょう。

・勺決や勺械では、アイゼ

ン、ピッケルを餓実に似川

しましょう。

－勺が降ったバ後は、ぷMm

山！，仰の佑険性があるので、

できるだけ竹川仰を悦みまし

トゐ‘「，。

－必．大候がf州心されるとき
は、行動を中止し、安全な

所へ引き返しましょう。

－山架線リは、日印をつけ

て道に途わないようにする

ととらに、転落、掛川必に注

意しましょう。

軽自 定固 ぷ7』

動 産資 月
税車 税 の，，町、，，町、

納全第
期 一

期）期
、』，，

結
来
に
ふ
・
づ
き
午
．
寸
前
向
付
債
を
見

山
し
、
病
気
を
「
防
す
る
こ
と

で
す
。

健
診
の
結
果
が
ど
の
よ

う
に
変
化
を
し
た
か
を
認
識
す

る
こ
と
が
、
食
生
活
や
運
動
な

ど
の
日
常
生
活
を
見
直
し
．
軌

道
修
正
を
す
る
判
断
材
料
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
毎
年

の
健
診
結
川
市
は
、
必
ず
鍵山晴
子

制
に
は
り
、
自
己
符
均
を
し
ま

し
ょ
う
。

今
月
か
ら
、
鈴
地
灰
お
よ
び

院
僚
機
聞
で
住
民
健
4
叫
が
始
ま

リ
ま
す
．
忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ

、つ。

①健康体徐被霊及び健康相絞（いずれむ希望者)I草、 5 月の毎週金曜臼午前 9時30~子力、
ら保健セン？ーで、健康相銭！；H草遡火曜日午後 lS寺30分から老人福祉センター（ 5 I! 
158 lま基総集落センアー）でも行っています．

．住民健診の日程は、先月配布した r保健カレンダー』に掲載

してあります。骸当される方には役場から案内いたします。

一－ r写~で見る朝日町のう

つりかわり」より

~1~ 1乾． fヨ 川 臼
会 場｛対象者等｝ 受付時間

心の健康相談 5Jll3LI・20H 

｜間市… いずれも（月） 黒部保健所
します.(ft52・1224）ちぼう性

。1~ ： 00～ 14 : 00老人のm.：主も受けます。
機 能訓 練 5 JJ 2111 （刈

保健センター
(Jlj日小：q1t変ill:~.·cri· l 。13:00～13:30

子育て教室 5 J J 1511 （利
保健センターl午後l～2か問川とお｜。13:30～13:40

かあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 5 JJ 2お11(:.l.:l あさひ総介病院

(81ド2J J 'I：ま.tL ※） 。13:00～13:30 務形外科

1；歳児健 診 6 )J <I 11(:}0 
保健センター

C7{HJ 1、:i)l’I：まれ ※） 09 :30～10:00 

1歳6か月児健診 5 JJ 2:rn (JfQ 
保健センター

(6{1'・ IOJ 1、ll JJ’｜：ま.tL※） 。13:00～14:00

育児相談 5 J J 1511 （羽
保健センター

( .fll，；主治明町－ ※） 09 :30～1 I :30 

一
急性灰白髄炎（ポ リオ） 5 JJ 1011（剣

保健センター
[n'・6JI以｜川 ①I ；~ ： 15～14 :30 
rnl飲んでいない人 ※ 

急性灰白髄炎（ポ リオ） 5 JJ 1711仰
｛呆健センター

(7jド7JI -8！ド11］’I：まれの人※） 。13:15～14:30 

日本脳炎 6 JJ 5 II（水）
保健センターl』年61］～11ド111111:まれの人※｜ 。13:15～14:30 

3年611 ～3｛ド811 生まtl~人

入iill緊密
管 内

物語毒事自費

153 
(144) 

奈通事政発生状況調
3月末現在 （ ）内は前年同月比

人身事政

件数 ！死者 l傷者

45 
(58) ）

 

1
1
 

（
 

42 
(56) 

休日救急診緩当醤医 符言語～午後5関

5月3自信自 坂東病院 宮 83-2299
5月4日（出 坂東病院 岱 83-2299
5月5日（日） 松倉医院 岱 82-0051
5月6日伺） 丸川病院 告 83-3391

伊東医院 包 83-0504
月19日日） 坂東病院 宮 83-2299

5月26日（日 高桜医院 宮 82-0010

ガソリンスタンド休日当書店
苦言3日錨 全店営業

4自由 全店営業
5月5日目） 全店営藁
5月6日伺） 全店営業
5月12日目） 中央 農 協 宮 83-1135
5月19日（日） 朝 日 石 油 宮 82-0661
5月26日（日 大 谷 石 油 宮 82-0703

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

I II I I I I II I 

<t吉ifSiE解〉 まず！lll と アテて、 1；~ i' 
を見るのが~；.下です. (I(主、 2とコウ

｛ニ！1じくのカ叫十 円ンノギ筋。 よ内T

で・｜｜ をJI（る:TH.！、！県に 2とソケらll
て~i;

<I喜将繍正解〉 l 1旬、 11叫F.. 2 Ii 
イit.I”Jl11. 2 l'IJI’JI丸 l・4イ11.l :Slit北．
luJ I: .. I ・.lll•1'i. :tで句 T.，•，内．

〈解脱〉 :i 11¥1北でIt.1えが2＂『3
，.， と逃げていきま 1・から. lllHtt 

111が1；・＇i.l.fしてま Iild.i. :l /Lfl1 1此
があリ t，.から 1l1LI Iiですが． 、二ニで

t I町告とH ，て！t.. 1. :1. ・r. 2 1 •• 11がIii
j Iです

39 
( 59) 

17 
(14) ( 0) 

15 
(12) 

-
粉臼町

第 2・2腎4土陥臼は外来体惨 （！式行｝です。
急患は夜間・休日を問わず、24時間いつでも受付しきます。会83-1160あさひ総合病院日関白 ・祝自 宮参綴時間 ／午前フ跨～午後 11崎

県盲目前消防車事向fl!IJn54・0731
Z参 療白
所在地

シ＇｝

新川地区休日夜間急患医療センター

111:iw ：~1主へ.. ・



あなたの回りの身近な話題を待っています（ft83－竹00内線212）ヘ。

家庭と子供とみらい
一朝日ロー令リークラプ

創立30周年記念講演一

朝
円
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
コ一

十
削
年
必
念
議
出
会
が

・一月
J

一十

．

υ、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

l
ル
「
ア
ゼ

リ
ア
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
タ
レ
ン
ト
や
大
学
講
師
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
な
ど
多
方
耐
で
活
躍

中
の
ア
グ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン
さ
ん
。
百
一

行
人
を
趨
え
る
聴
衆
を
前
に
「
家
出

と
子
供
と
み
ら
い
』
と
題
し
て
講
演

し
、
自
分
の
生
い
立
ち
ゃ
体
験
談
を

は
じ
め
、

“
人
の
防
相
械
と
し
て
了
育

て
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

存
の
全
凶
交
通
安
全
運
動
が
実
施

中
の
川
月
十
け
、
境
地
内
に
お
い
て

以
境
介
同
シ

1
ト
ベ
ル
ト
清
川
批
准

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
関
係

者
約
百
人
が
参
加
し
た
ほ
か
、
境
保

脊
所
の
凶
川ん
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ク
イ

ー
ン
も
お
予
伝
い
。
道
行
く
ド
ラ
イ

バ
ー
た
ち
に
交
通
安
全
の
マ
ス
コ

y

ト
を
手
渡
し
な
が
ら
、
「シ

l
ト
ベ
ル

ト
を
忘
札
ず
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

広報係では，& Topics News 

岡
山

ー

l
 

j
 

!f f 

曲者

lllf 

同

務、

｛お

殿

長

おヲζやかl<: JJ 

旧川

，
十
倍
恵

京

純

義

正

雄大（男）

均史rn>

!fit英（男）

水上龍之介（男）

殿村

近藤

向山

行谷

かがり火のファンタジー
あ手ひ持まつり久盛況 一一

r奥め細道」を自転車マ走破
一岐阜県久垣市の青年クラブが朝臼町を表敬訪問一

J也ヶ e丘
同
月

白
u
F

勝原

桜
が
満
開
と
な

っ
た
四
月
二
十
日

と
』
一十

一
日
の
夜
、
春
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
「
あ
さ
ひ
粧
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
小
丸
山
公
闘
を
会
場
と

し
て
い
た
こ
の
桜
ま
つ
リ
、

今
阿
は

日
付
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
刈
川
べ

り
で
開
催
。一
二
ト
恭
の
か
が
り
火
が

と
も
さ
れ
る
と
、
光
と
拡
が
お
り
な

す
幻
恕
的
な
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け

ら
れ
、
泊
ぷ
川
収
納
A
いの
押
さ
ん
に
よ

る
子
制
リ
や
必
壮
な
大
家
爪
作
駒
太

鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

バ
ン
ド
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
が
焔
り
だ
く
さ
ん
。
訪
れ

た
L

人
勢
の
人
が
、
伎
の
主
に
僻
い
し

れ
ま
し
た
。

松
尾
芭
蕉
が
歩
い
た
「
奥
の
細
道
」

を
自
転
車
で
走
破
し
よ
う
と
、
岐
阜

県
大
垣
市
青
年
ク
ラ
ブ
の

一
行
が
四

灯
十
八
日
、
朝
日
町
に
人
り
、

元
屋

敷
の
芭
蕉
句
碑
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
旅
は
、
青
年
ク
ラ
ブ
創
立

川
十
周
年
を
記
念
し
「
平

成

版

奥

の
細
道
」
と
名
付
け
て
川
町
州
。
じ、

八
人
．
組
の
じ
グ
ル
ー
プ
が
り
レ
！

万
式
で
、
今
川
八

U
に
来
ボ
深
川
を

山
先
し
、
市
山
県
を
介
む

一
部
十
一一

以
を
結
ぶ
約
・
．千
州
．
h

J
を．

一迎
川

か
け
て
忘
る
も
の
で
す
。

．
行
じ
人
は
こ
の
日
の
判
、
新
山

県
川
崎
市
を
川
発
。
日
山
県
人
り
し

た
の
を
記
念
し
、
会
長
の
脇
川
光
さ

ん
ら
・
一一
人
が
判
川
町
役
場
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

一
行
は
次

の

U
的
地
の
令
以
市
を
け
指
し、

ベ

気
よ
く
旅
収
ち
ま
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
に

ー
県
境
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｜

4
月

m目
は
『
よ
い
戸
の
日
L

i
建
具
組
合
が
鉱
山
料
品
中
仕
｜

利
口
町
越
川
ハ
組
人
H

（
会
長

・
桑
畑

和
男
さ
ん
）
で
は
、
四
月
十
日
を
「
よ

い
一戸
の
日
』
と
し
て
、
毎
年
町
内
の

保
育
所
や
公
共
胞
設
な
ど
の
控
只
修

削
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
ト
六
名
の
組
合
員
の
背
さ

ん
が
、
凹
班
に
分
か
れ
午
前
八
時
一ニ

十
分
か
ら
町
内
十
・

一の
保
育
所
を
訪

川
。
壊
れ
た
一ド
を
手
際
よ
く
「
よ
い

μ
」
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
が
仕
活
動
、
い

つ
ま
で
ら
続

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

病
院
内
じ
も
春
の
宴

｜

あ

さ

ひ

総

合

病

院

で

「
ふ
れ
あ
い
桜
ま
つ
り
」
｜

川
崎
芸
会
が
附
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
芸
会
に
は
、
泊
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
よ

る
合
同
や
批
谷
の
獅
「
鍔

が
紋
認
さ
れ
た
ほ
か
、
必

殺
さ
ん
ら
に
よ
る
カ
ラ
オ

ケ
大
会
も
あ
り
、
一
徒
会
ム

ー
ド
ま
前
’
ー一。

会
場
と
な

っ
た
リ
ハ
ビ

リ
械
に
は
八
ト
人
あ
ま
り

が
集
ま
り
、
州
れ
や
ケ
ガ

を
忘
れ
、
楽
し
く
ぶ
の

一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
さ
ひ
総
人
い
ん
州
院
で
は

季
節
ご
と
に
、
こ
う
し
た

催
し
も
の
を
行

っ
て
い
ま

す。

あ
さ
ひ
総
合
病
院
で
四
月
二
十
日
、

「
ふ
れ
あ
い
桜
ま
つ
り
」
と
越
し
た

組l 町’

ft.~l i~！ iii 
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周
幕
を
汚

つ
1
m
お
（山一
吹

い
け
げ
年
作
）

た
に

ぐ
ら

せ

ん

た

ろ

う

谷

口

仙

太

郎

－

9
3
7
年
1

ハkh一G－G
 

G
 

九日

間
も
な
く
開
幕
の
ベ
ル
が
的
る
。
舞
台
の
裂

叫

〈
ろ

・・

方
で
働
く
県
北
似
た
ち
は
忙
し
く
動
き
削
り
、
緊

張
は
、
そ
の
ピ
ー
ク
に
さ
し
か
か
る
。
回
目
を
基

調
と
し
て
、
間
帯
衣
の
地
問
が
浮
か
び
上
が
る
。

洋
同
家
谷

μ
仙
太
郎
は
、
華
麗
な
舞
台
と
は

対
照
的
な
奈
泌
や
袋
小
々
を
テ
ー
マ
と
し
て
追
求

し
て
い
る
。
光
に
対
し
て
影
の
世
界
を
重
拡
感

あ
る
絵
肌
で
独
特
の
世
界
を
展
開
し
て
い
る
。

本
質
的
な
世
界
へ
の
没
入
か
ら
生
ま
れ
た
画
面

は
、
清
浄
な
空
気
を
包
合
し
、
深
述
な
人
生
の

ド
ラ
マ
を
川
一問
先
る
よ
う
で
観
る
者
を
引
き
付

け
る
。
こ
の
作
品
は
、
児
品
袈
の
話
題
作
で
「
平

和
の
失
速
」

会
五
巻
の
カ
パ

l
装
画
と
し
て
も

使
わ
れ
て
い
る
。

谷
川
は
判

H
町
市
w
m
m
ま
れ
。
十
九
蔵
で
上

京
し
武
蹴
肝
美
術
大
学
で
油
曲
を
学
び
、
そ
の

後
も
個
展
、
公
募
展
等
に
お
い
て
活
動
を
続
け

今
日
に
韮

っ
て
い
る
。
東
京
銀
座
の
端
に
ア
ト

円
ん
ぞ
A
7

リ
エ
を
構
え
、
部
会
の
賠
一味
に
身
を
置
き
な
が

ら
附
の
中
に
こ
そ
見
え
る
人
生
の
哀
歓
を
描
き

あ
げ
る
。

主主．
＠~~ 
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QQQQゐ
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円で ｜ 

V
四
月
に
な
り
す
っ
か
り
春
め
い
て

き
た
と
思

っ
て
い
た
ら
、
季
節
は
ず

れ
の
宮
が
降
り
ま
し
た
。
ょ
ん
な
に

遅
い
降
当
は
観
測
史
上
初
め
て
の
こ

と
と
か
。
田
植
え
の
時
期
を
控
え
、

町
内
で
も
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

な
ど
被
害
が
出
ま
し
た
。
平
均
気
温

も
平
年
よ
り
低
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
本
格
的
な
良
作
業
の
シ
ー
ズ
ン

前
に
、

一
日
も
早
く
域
か
な
お
特
の
円

差
し
が
戻

っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
V
さ
て
、
今
月
の
特
集
は
ご
み

問
題
。
ご
み
問
題
は
ま
ず
は
減
誌
が

第

二

そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
紹
介
し
た

よ
う
に
町
内
で
は
、
ご
み
に
関
す
る
取

り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
V
し
か
し

一
方
で
は
、
ご
み
の

不
法
投
棄
も
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
小

川
の
提
防
沿
い
に
は
、
ご
み
が
無
残

醐
3

に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「私

一
人
ぐ

闇
ト

ら
い
」
の
気
持
ち
が
あ
る
の
で
し
ょ

町
ロ

う
か
：
・。
ご
み
減
量
と
ご
み
投
棄
は

品
川

回
全
く
別
問
題
。
か
け
が
、
え
の
な
い
自
m
il
l

支

を
次
世
代
に
践
し
て
い
く
た
め
に

山
川

町
も
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
聞
の

酬
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

＠

四
一川 g・）は前月比世帯数 5.188（ー 5)H 8 4 l制 ・（計 17.312（ー26)女 9'185（ー23)


